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お知らせ 12 月

お お し ま 警

察

署

だ

よ

り

みんなで　つくろう　安心大島

催
し

公
開
講
座「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ（
せ

と
み
）
の
収
穫
・
貯
蔵
技
術
」

研
修
会

■
日
時
／
１
月
10
日
㈭

　

午
後
1
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
／
大
島
柑
き
つ
試
験
場

■
内
容
／

○
収
穫
・
貯
蔵
方
法
の
講
義

○
省
力
貯
蔵
お
よ
び
管
理
方
法
の

実
演

■
問
い
合
わ
せ
／

　

大
島
柑
き
つ
試
験
場

☎
７
７
‐
１
０
１
９

地
域
資
源
活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ｉ
ｎ 

や
ま
ぐ
ち

■
日
時
／

　

平
成
20
年
２
月
５
日
㈫

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
／

　

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ザ

　
（
山
口
市
熊
野
町
）

■
内
容
／

　

地
域
活
性
化
の
鍵
と
な
る
「
地

　

域
資
源
（
特
産
物
、
観
光
資
源

　

等
）」
の
活
用
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

　

て
、
地
域
自
ら
が
輝
き
続
け
る

　

方
策
に
つ
い
て
、
基
調
講
演
と

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

　

行
い
ま
す
。（
参
加
費
無
料
）

■
講
師
／

　

松
崎
地
域
計
画
本
舗　

　

代
表　

松
崎 

了
三 

氏

　

ユ
ズ
で
全
国
的
に
有
名
な
馬
路

　

村
ブ
ラ
ン
ド
の
仕
掛
人

■
定
員
／
２
０
０
名
（
先
着
順
）

■
主
催
／

　

山
口
県
、
独
立
行
政
法
人
中
小

　

企
業
基
盤
整
備
機
構

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

平
成
20
年
1
月
25
日
㈮
ま
で
に

　

山
口
県
商
工
労
働
部
商
政
課

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
３
１
１
７

　

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

犯
罪
の
な
い
明
る
い
年
末
年
始
を
！

　

年
末
年
始
は
、
例
年
犯
罪
や
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
警
察
で
は
、
今
年
も
「
年
末
年
始
特
別
警
戒
」
を
実
施
し

ま
す
。
歳
末
を
安
全
、
平
穏
に
締
め
く
く
り
、
明
る
い
新
年
を

迎
え
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
侵
入
犯
罪
被
害
の
防
止

　

県
内
で
は
、
侵
入
犯
罪
の
約
４
割
が
無
施

錠
箇
所
か
ら
侵
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
出
や

就
寝
の
際
は
必
ず
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
ひ
っ
た
く
り
被
害
の
防
止

　

金
融
機
関
か
ら
の
帰
り
道
等
、
多
額
の
現
金
や
貴
重
品
を

持
っ
て
い
る
と
き
は
、
二
人
以
上
で
行
動
す
る
な
ど
、
ひ
っ
た

く
り
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
「
振
り
込
め
詐
欺
」
被
害
の
防
止

　

現
金
の
振
り
込
み
を
要
求
す
る
電
話
や

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
ハ
ガ
キ
が
あ
っ
た

と
き
は
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
冷
静
に
対
処
す
る
。

・
個
人
情
報
を
安
易
に
教
え
な
い
。

・
相
手
方
に
連
絡
し
な
い
。

・
家
族
や
警
察
に
相
談
す
る
。

○
金
融
機
関
等
を
狙
う
強
盗
事
件
の
防
止

　

金
融
機
関
や
深
夜
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
周
辺
で
、
不
審
な
人
や

車
を
見
か
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
警
察
へ
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

■
大
島
警
察
署
☎
７
２
‐
０
１
１
０　

文
珠
山
頂
で

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
も
ち
つ
き

　

12
月
30
日
、
31
日
の
夜
間
、
大

島
の
「
大
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
文

珠
山
頂
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
２
０
０
８
年
１
月
１
日
、

文
珠
山
頂
で
は
日
の
出
前
か
ら
地

元
の
文
珠
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ

る
も
ち
つ
き
が
行
わ
れ
、
ぜ
ん
ざ

い
が
振
舞
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
文
珠
ク
ラ
ブ
会

長
舛
永
博
幸
さ
ん
（
☎
７
４
‐

２
９
５
２
）
ま
で

年末年始の火災予防について

　年末年始を迎え火気を使用する機会が多く
なりますが、ちょっとした不注意が原因で火
災が発生しています。火の取り扱いには十分
注意しましょう。
・コンロのそばを離れるときには必ず火を消し
ましょう。
・家のまわりには燃えやすいものを置かないよ
うにしましょう。
・寝たばこやたばこの投げ捨てはやめましょ
う。
・電気器具は正しく使い、たこ足配線はやめま
しょう。
・お出かけ前、お休み前にはもう一度火の元を
確かめましょう。


